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つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

雪下にんじん掘り競争

雪下にんじん掘り競争は今年で 5 回目の開催となりました

雪の中からたくさんのにんじんを掘り起こす様子は

津南町の春の風物詩になっています

今年の冬はつらい除雪作業が続きました

たまには笑顔で雪を掘ってみるのも

いいかもしれません

●記事訂正について

　３月 20 日号に掲載いたしました 10 ページ「こどもを取り巻く生活リズムと食習慣」の「夜は何時に寝ますか」のグラフに誤りがありました。

正しくは 19 時台が４％、20 時台が 16％、21 時台が 73％、22 時以降が７％です。訂正してお詫びいたします。
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地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
広報ライブラリー
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健康体力づくり 100 日運動　議会コーナー
Tap でいこう‼　広報無線聞き直し
苗場山麓ジオパーク日本認定 10 周年
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町長の部屋 2
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令和７年度

当初予算
一　　般　　会　　計
歳入歳出総額

81億3,600万円
　令和７年度の地方財政の課題として、人口減少対応、人への投資、地方への人の流れの強化、DX・GX の
推進、能登半島地震の教訓を踏まえた防災・減災の取組の強化、こども・子育て支援や地域医療の確保など、
地域経済の好循環や持続可能な地域社会の実現等が挙げられます。例年実施している各事業の成果や必要性
の評価とあわせ、前述した地方財政の課題への対応に考慮した予算配分となりました。
　予算の規模は、一般会計予算が対前年比 6.1％増の 81 億円 3,600 万円、国民健康保険、後期高齢者医療、
介護保険などの特別会計の他、簡易水道事業、特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事業、病院事業
などの公営企業会計と合わせた総額は 138 億 9,832 万円となりました。

目的別
歳　出

18億3,459万円
民生費
（22.6％）

8億5,695万円
衛生費
（10.5％）

9億6,262万円
教育費
（11.8％）

9億5,397万円
土木費
（11.7％）

9億147万円
農林水産業費
（11.1％）

12億7,304万円
総務費
（15.7％）

6億5,326万円
     公債費

　　　　　（8.0％）

3億8,197万円
消防費（4.7％）

2億3,071万円
商工費（2.8％）

8,743万円
その他（1.1％）

自主財源（町が自主的に収入とすることができる財源）
■町税
町が独自で課税 ･徴収することができる税金で町民税、固定資産税、
軽自動車税など。

■諸収入
延滞金、預金利子、雑入などの他の科目に含まれない金額。

■繰越金
前年度から今年度へ持ち越した金額。

依存財源（国や県から交付される財源や町債）
■地方交付税
全国の市町村が標準的な行政運営が行えるように国から町に交付
されるお金。
■町債
公共施設の整備など長期間にわたって利用でき、多額の経費が必
要なものの財源に充てる町の借入金。
■国庫支出金
特定の事業に対して、国が町へ交付するお金。
■県支出金
特定の事業に対して、その財源の一部を県が支出するお金。
■地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按

あん

分し、
町に交付するお金。

■総務費
自治振興、広報、戸籍、住民票、選挙、統計など役場運営の全般
的な経費。
■民生費
高齢者、障害者、乳幼児に対する福祉など、安定した社会生活を
保障するための経費。
■衛生費
健康の維持増進や環境整備など、健康で衛生的な生活を維持する
ための経費。
■農林水産業費
農林業の振興や土地改良事業などに使われる経費。
■商工費
商工業の振興、観光の振興にかかる経費。
■土木費
道路や河川の維持管理、整備などの経費。
■消防費
広域消防への負担金や、消防団の運営にかかる経費。
■教育費
小中学校の施設や、教育、公民館、社会教育など教育関係の経費。
■公債費
町の借入金の元金や利子を支払うための経費。

歳 出 歳 入

用 語 の 説 明

依
存
財
源
67.7％

自主財源

32.3％

目的別
歳　入

37億2,000万円
地方交付税
（45.7％）

4億9,641万円
国庫支出金
（6.1％）

1億1,878万円
その他（1.4％）

4億7,906万円
県支出金
（5.9％）

4億6,860万円
町債（5.8％）

2億3,059万円
地方消費税交付金（2.8％）

10億7,789万円
町税

（13.3％）

7億5,827万円
繰入金（9.3％） 2億2,794万円

諸収入（2.8％）

4億846万円
その他（5.1％）

1億5,000万円
繰越金（1.8％）



特 集特 集 令和７年度当初予算令和７年度当初予算

5 広報 令和７年４月号

●令和７年４月１日現在の人口 8,374 人で換算

商 工 費

27,550円
その他（議会費・労働費等）

10,441円

総 務 費

152,023円
消 防 費

45,614円

教 育 費

114,953円

衛 生 費

102,334円
土 木 費

113,921円

公 債 費

78,010円

民 生 費

219,081円

農林水産業費

107,652円

区　　　　 分 令和７年度 令和６年度 対前年比（％）

一般会計 81億3,600万円 76億6,500万円 6.1

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

国民健康保険特別会計 9億2,576万円 9億 167万円 2.7

後期高齢者医療特別会計 1億4,733万円 1億4,522万円 1.4

介護保険特別会計 17億7,860万円 18億5,393万円 △4.1

簡易水道事業会計 2億4,648万円 2億6,338万円 △6.4

特定環境保全公共下水道事業会計 6億8,788万円 6億9,681万円 △1.3

農業集落排水事業会計 4億6,400万円 4億8,238万円 △3.8

病院事業会計 15億1,227万円 15億5,227万円 △2.6

計 57億6,232万円 58億9,566万円 ー

合　　　計 138億9,832万円 135億6,066万円 ー

対前年比伸び率

一般会計予算を町民ひとり当たりで計算すると…971,579 円
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　津南小学校での学童保育の実施に向けた施設整備を行い、
学童保育環境の充実を図る。

　令和７年秋に開館予定の埋蔵文化財センター「うもれあ」のオープニングイベントに係る経費
や施設の維持管理経費などの施設運営に係る経費を計上する。

　家庭でのエネルギー費用負担軽減のため、住宅窓の断熱化や省エネ性能の高い給湯器の導入等、
省エネ化に資する施設・設備整備に係る経費の一部を支援する。

　農地の急速な集積に伴う草刈り等の畦畔管理の負担軽減のため、認定農業者が非農家等への
畦畔草刈り作業委託をした場合の費用の一部を支援する。

　町制施行 70 周年を記念し、記念式典の開催や各種イベント等を行う。

子どもが安心・落ち着いて過ごせる環境づくりを行います子どもが安心・落ち着いて過ごせる環境づくりを行います

みんなの学びが深まるまちをめざしますみんなの学びが深まるまちをめざします

住みたい・住み続けたいまちをめざします住みたい・住み続けたいまちをめざします

産業の元気を支え、魅力が向上するまちをめざします産業の元気を支え、魅力が向上するまちをめざします

次の70年へ、まちを未来へつなぎます次の70年へ、まちを未来へつなぎます

【新 規】小学校施設整備事業（学童対応分）
　　　　　　……………………… 12,585千円

【継 続】 埋蔵文化財活用拠点施設運営事業 …………………… 23,494千円

【新 規】 省エネ改修補助事業 ……………………………………… 7,500千円

【新 規】 畦畔管理支援事業 ………………………………………… 1,350千円

【新 規】 町制施行70周年記念事業 ………………… 2,435千円

特徴1

特徴2

特徴3

特徴4

特徴5

　令和７年度の当初予算編成にあたっては、「希望と愛、参加
できるまち」づくりを基本に、稼げる町政の取り組み、規律
ある歳出管理を徹底するとともに、人口減少・産業縮小を補
うための人や産業の変革・新たな創出を担う『人も産業も育
つまちづくり予算』を理念とし、下記のとおりの５つの特徴
を持たせた予算としました。

主要事業
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その他事業

　財政運営は依然として厳しい状況ですが、職員定数の適正管理による人件費削減や、経費削減を徹底し、最小
の経費で最大の行政効果を図ってまいります。町民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

・飼料価格高騰対策事業
・渇水対策水田整備事業
・環境に配慮した資材使用補助、
　畑地土づくり補助事業
・農林産物販売促進事業
・農産物認証制度補助事業、
　土づくり事業補助事業
・スマート農業加速化事業
・有機農業推進対策事業
・圃場整備事業
・森林環境譲与税活用事業
 （森林環境整備や林道整備）

●農林水産業費

・集合住宅等改修事業
・空き家対策事業
・住宅改修補助事業
・道路補修、町道改良舗装、橋りょう修繕事業
・除雪事業

●土木費

・大阪・関西万博関連事業
・庁舎整備工事（役場庁舎LED化）
・結婚支援事業
・地域おこし協力隊・集落支援員設置事業
・定期路線バス運行補助、地域公共交通運行事業
・ニュー・グリーンピア津南整備事業

●総務費

・物価高騰対策事業者支援事業
・低所得世帯支援給付事業
・介護支援専門員継続支援事業
・保育園整備事業
・高齢者タクシー利用助成事業
・養護老人ホーム改築工事費補助事業
・在宅介護手当
・要援護世帯除雪事業
・人工透析患者送迎サービス事業

●民生費

・周産期医療継続支援事業
・がん患者医療用補装具購入費助成事業
・妊婦のための支援給付事業
・妊婦等包括相談支援事業
・医学生等修学資金貸与事業
・子ども医療費助成事業
・津南病院就職支援金事業
・町立津南病院運営費補助金及び出資金
・津南地域衛生施設組合負担金

●衛生費

・ポイントシステム機器整備
・プレミアムポイント発行事業
・デジタルスタンプラリー事業
・省エネ設備導入促進支援事業
・自転車観光推進事業
・企業誘致事業
・継業支援事業、事業継承支援事業、起業支援事業
・大地の芸術祭事業
・移住定住促進事業

●商工費

・高等学校遠距離通学補助事業
・特別支援教育振興事業
・給食業務公会計化事業
・遺跡発掘調査事業
・苗場山麓ジオパーク推進事業
・スキー場施設運営事業

●教育費
・まちの産業発見塾・職場体験事業

●労働費

・十日町地域広域事務組合消防費負担金
・ハザードマップ作成事業
・除雪ボランティア活動支援事業

●消防費
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

募
　
集

　

令
和
８
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
資
格
免
許
職
】

１
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

⑴
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）	

５
名
程
度

２
、
受
験
資
格

⑴
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）

　

昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看

護
師
等
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み

の
者

⑵
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

　

町
公
民
館
で
は
、「
郷
土
料
理
教
室
」
を

年
間
７
回
シ
リ
ー
ズ
（
月
１
回　

５
月
～
11
月
）

で
開
催
し
ま
す
。
対
象
者
は
老
若
男
女
、
町

内
在
住
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

家
族
に
喜
ば
れ
る
料
理
（
米
粉
を
使
っ
た
お

や
つ
系
、
デ
ザ
ー
ト
系
、
ご
ま
豆
腐
、
煮
な
ま
す
、

あ
ん
ぼ
）
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時
（
第
１
回
目
）

　

５
月
21
日
㈬
午
後
７
時
～
９
時

■
講
師

　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

■
内
容

　

エ
ゴ

■
参
加
費

　

５
０
０
円

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

■
場
所

　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

■
参
加
申
込

　

５
月
14
日
㈬
ま
で
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

６
月
以
降
の
予
定
は
、
毎
月
20
日
号
の
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

令
和
８
年
４
月
採
用

津
南
町
職
員
募
集

懐
か
し
の
あ
の
料
理
、教
え
ま
す

郷
土
料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３
、
基
本
給
等

・
２
年
制
の
指
定
学
校
ま
た
は
指
定
養
成
施
設

卒
業
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
（
満
20
歳
）

	

月
額　

２
４
０
，
６
０
０
円
程
度

・
３
年
制
の
指
定
学
校
ま
た
は
指
定
養
成
施
設

卒
業
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
（
満
21
歳
）

	

月
額　

２
４
９
，
４
０
０
円
程
度

・
４
年
制
の
指
定
学
校
ま
た
は
指
定
養
成
施
設

卒
業
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
（
満
22
歳
）

※
保
健
師
、
助
産
師
資
格
あ
り

	

月
額　

２
５
５
，
４
０
０
円
程
度

・
各
種
諸
手
当
、
福
利
厚
生
あ
り

※
経
験
者
は
前
歴
を
考
慮
し
て
基
本
給
を
決

定
し
ま
す
。

※
年
に
１
回
昇
給
し
ま
す
。

４
、
試
験
日
時
及
び
会
場

面
接
試
験

⑴
対
象
者

　

看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）
の
受
験
申
込
者

⑵
期
日
等

　

６
月
上
旬
に
町
立
津
南
病
院
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

５
、
受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

令
和
７
年
４
月
21
日
㈪
か
ら

　

令
和
７
年
５
月
23
日
㈮
ま
で

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
５
月
23
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

㊟
２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。
）
受
け
付
け

ま
す
。

⑵
申
込
場
所

　

津
南
町
役
場　

総
務
課

６
、
受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２　

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２

　
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼
り
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２

　
（
内
線
２
２
２
）
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く
ら
し

　

町
で
は
、
国
の
「
国
民
の
安
心
・
安
全
と

持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
総
合
経
済
対
策
」

を
受
け
、
特
に
物
価
高
の
影
響
を
特
に
受
け

る
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
と
し
、
国
が
示
す

給
付
金
に
、
町
独
自
の
追
加
給
付
を
加
え
、

２
つ
の
臨
時
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
給
付
金
（
支
給
額
）
※
一
世
帯
当
た
り

・
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給

付
金
（
３
万
円
）
・
こ
ど
も
加
算
（
児
童
一

人
当
た
り
２
万
円
）

・
津
南
町
低
所
得
世
帯
へ
の
物
価
高
騰
支
援

給
付
金
（
２
万
円
）

■
支
給
対
象
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
６
年
12
月
13
日
）
時
点
で
、

津
南
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
時
点
に
お
け
る
住
民
票
上
の
世
帯

全
員
の
令
和
６
年
度
分
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
を
含
み
ま
す
）

②
家
計
急
変
世
帯

　

①
に
該
当
し
な
い
世
帯
で
、
予
期
せ
ず
家

計
が
急
変
し
た
こ
と
で
、
令
和
６
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
収
入
が
減
少
し
、
①
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

※
た
だ
し
、
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
て
も
、

津
南
町
令
和
６
年
度

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

次
の
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
た

の
地
方
税
法
上
の
扶
養
親
族
等
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯

・
支
給
対
象
と
な
る
単
身
世
帯
の
か
た
で
、

申
請
手
続
き
を
行
う
前
に
死
亡
し
た
場
合

・
令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
海
外
か
ら
日

本
国
内
に
入
国
し
た
か
た
を
含
む
世
帯

■
手
続
方
法

⑴
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
世
帯

　

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て
い
る
口
座
に
４
月

中
旬
に
振
り
込
み
済
み
で
す
。

⑵
「
支
給
要
件
確
認
書
」
が
届
い
た
世
帯

　

対
象
世
帯
へ
、
３
月
下
旬
に
「
支
給
要
件

確
認
書
」
等
を
発
送
済
み
で
す
。
対
象
要
件

等
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

期
間
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

⑶
申
請
が
必
要
な
世
帯

　

次
の
世
帯
は
「
申
請
書
（
請
求
書
）」
の
提

出
が
必
用
で
す
。

・
家
計
急
変
世
帯
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

・
令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
津
南
町
に
転

入
さ
れ
た
か
た
が
い
る
世
帯
の
う
ち
、
津

南
町
の
調
査
で
は
令
和
６
年
度
の
課
税
状

況
が
不
明
で
対
象
の
判
定
が
出
来
な
か
っ

た
世
帯

・
世
帯
の
中
に
令
和
６
年
度
の
個
人
住
民
税

が
未
申
告
の
か
た
が
い
る
世
帯

　

対
象
世
帯
は
、「
申
請
書
（
請
求
書
）」
等

の
提
出
が
必
用
で
す
。
必
要
な
書
類
は
、
お

問
い
合
わ
せ
先
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
返
送
・
申
請
期
限

　

令
和
７
年
６
月
30
日
㈪
※
当
日
消
印
有
効

■
支
給
日

⑴
の
世
帯

　

支
給
済
み
で
す
。

⑵
、
⑶
の
世
帯

　

町
が
確
認
書
や
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か

ら
１
か
月
後
を
目
安
に
支
給
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

５
月
14
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

５
月
14
日
㈬
か
ら
５
月
16
日
㈮
ま
で
の
３

日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
救

命
率
向
上
を
目
指
し
、
応
急
手
当
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
会
場

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部

■
救
命
入
門
コ
ー
ス
（
45
分
コ
ー
ス
）

　

日
時　

５
月
９
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
15
分

　

定
員　

20
名

　

内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
の

　
　
　
　

短
時
間
講
習

■
救
命
入
門
コ
ー
ス
（
90
分
コ
ー
ス
）

　

日
時　

６
月
13
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　

定
員　

30
名

　

内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
・

　
　
　
　

救
急
車
適
正
利
用

■
救
命
入
門
コ
ー
ス
（
45
分
コ
ー
ス
）

　

日
時　

９
月
９
日
㈫

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
15
分

　

定
員　

20
名

　

内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
の

　
　
　
　

短
時
間
講
習

■
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

　

日
時　

11
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

応
急
手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６
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定
員　

20
名

　

内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
・

　
　
　
　

止
血
法
・
異
物
除
去
・
救
急
車
適

　
　
　
　

正
利
用

※
事
前
に
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習
を
受
講
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
救
命
入
門
コ
ー
ス
（
45
分
コ
ー
ス
）

　

日
時　

12
月
10
日
㈬

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
15
分

　

定
員　

20
名

　

内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
の

　
　
　
　

短
時
間
講
習

■
救
命
入
門
コ
ー
ス
（
90
分
コ
ー
ス
）

　

日
時　

２
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

定
員　

30
名

　

内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
・

　
　
　
　

救
急
車
適
正
利
用

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ 

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
警
防
課
救
急
室　

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
１
５
５
８

　

ま
た
は
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は
６
月

２
日
㈪
で
す
。
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス

マ
ホ
決
済
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
振
興
局
県
税
部
の
窓
口
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

■
十
日
町
市
・
津
南
町
で
働
き
た
い
か
た
の

た
め
の
企
業
紹
介
サ
イ
ト
「
十
日
町
・
津

南
町
で
働
こ
う
！
」

　

新
卒
募
集
企
業
の
情
報
を
た
く
さ
ん
掲
載

中
で
す
。
企
業
の
魅
力
や
求
人
募
集
情
報
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
地
元
就
職
を
お
考
え

の
お
子
様
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限

新
卒
採
用
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局
県
税
部　

　
（
十
日
町
収
税
課
）

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
５
５
１
３

今
春
の
人
事
異
動

◆
役
場
・
病
院
の
人
事
が
次
の
よ
う
に
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

■
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
津
南
病
院
副
院
長	

藤
川　

透

▼
津
南
病
院
主
任
看
護
師	

柳
澤
里
子

▼
津
南
病
院
理
学
療
法
士
長	

内
山
和
明

▼
総
務
課
長	

鈴
木
正
人

▼
総
務
課
企
画
財
政
班
長	

小
林
義
明

▼
津
南
病
院
看
護
師	

冨
沢
映
里
可

▼
上
郷
保
育
園
保
育
士	

山
田
麻
貴

▼
津
南
病
院
看
護
師	

島
倉
琴
乃

▼
上
郷
保
育
園
保
育
士	

鈴
木
永
合
加

■
新
採
用
（
４
月
１
日
付
）

▼
税
務
町
民
課
主
任　
　
　
　

石
口
智
佳
子

▼
福
祉
保
健
課
主
任	

涌
井　

卓

▼
農
林
振
興
課
主
事	

瀧
沢
美
咲

▼
教
育
委
員
会
主
事	

髙
橋
英
生

▼
わ
か
ば
保
育
園
保
育
士	

瀧
澤
絵
美

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
保
育
士	

福
原
由
理

▼
上
郷
保
育
園
保
育
士	

涌
井
あ
や
夏

▼
津
南
病
院
医
師	

宮
城
禎
弥

▼
津
南
病
院
医
師	

千
手
孝
太
郎

▼
津
南
病
院
看
護
師	

佐
藤
結
菜

■
内
部
異
動
（
４
月
１
日
付
役
場
班
長
級
以
上
）

▼
総
務
課
長	

髙
橋
昌
史

▼
観
光
地
域
づ
く
り
課
長
兼
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室
長

	

石
沢
久
和

▼
農
林
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

	

小
島
孝
之

▼
会
計
管
理
者	

太
田　

昌

▼
税
務
町
民
課
長	

鈴
木
真
臣

▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長	

滝
沢
泰
宏

▼
総
務
課
企
画
財
政
班
長	

丸
山
敦
史

▼
観
光
地
域
づ
く
り
課
商
工
観
光
班
長

	

石
田
剛
士

▼
総
務
課
総
務
班
長	

涌
井
博
美

▼
津
南
病
院
庶
務
管
理
班
長	

北
村
要
人

▼
福
祉
保
健
課
保
険
班
長	

涌
井
潤
一

▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班
長	

小
島
裕
輔

◆
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員

の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略
（　

）
内
は
前
任
校
た
だ
し

　
　
　

十
日
町
圏
域
以
前
は
前
任
市
町
村
】

●
上
郷
小
学
校

　

教
諭　

反
り
目
初
夏
（
東
小
）

●
芦
ケ
崎
小
学
校

　

校
長　

渡
邊　

進
（
魚
沼
市
）

●
津
南
小
学
校

　

校
長　

金
子
和
宏
（
吉
田
小
）

　

教
諭　

桒
原
美
亜
（
西
小
）

　

教
諭　

反
り
目
剛
章
（
南
魚
沼
市
）

　

教
諭　

若
林
亮
一
（
柏
崎
市
）

　

教
諭　

樋
口
由
紀
（
南
魚
沼
市
）

　

教
諭　

深
瀬
孝
丞
（
十
日
町
小
）

　

教
諭　

清
水
遼
香
（
新
採
用
）

　

栄
養
教
諭　

福
原
聖
美
（
南
魚
沼
市
）

　

事
務
主
任　

桑
原
将
登
（
津
南
中
）

　

助
教
諭　

小
林
あ
ゆ
み

●
津
南
中
学
校

　

教
頭　

上
坂
知
大
（
松
代
中
）

　

教
諭　

上
村
み
ほ
（
中
里
中
）

　

教
諭　

金
子
善
行
（
長
岡
市
）

　

教
諭　

吉
田
晴
紀
（
新
採
用
）

　

事
務
主
幹　

村
山　

薫
（
津
南
小
）

　

講
師　

丸
山
浩
市

　

講
師　

柴
野
航
大
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 津南小学校5年生から寄附をいただきました
— ３月25日　津南町役場 —

 滝沢育矢さん 金メダル獲得を報告
— ４月７日　津南町役場 —

 津南中等2年生による未来図鑑完成
— ３月25日　津南町役場 —

　現在、早稲田大学スキー部に所属する滝沢育矢さん
（赤沢出身）が、イタリア・トリノで行われた FISU 冬
季ワールドユニバーシティゲームズに出場し、クロス
カントリースキーのリレー競技で金メダルを獲得しま
した。
　「今後はオリンピック出場が目標」と力強く語った
滝沢さん。今後も滝沢さんの挑戦を応援します。

　津南中等校2年生による「未来図鑑−妻有の仕事人−」
が完成し、津南町に寄贈していただきました。
　妻有地域の様々な業種のかたに取材を行い、生徒自
ら編集を行った力作です。ぜひご覧ください。

↑金メダルとともに笑顔で報告する滝沢さん

↑いただいた図鑑は役場内でご覧いただけます

↑みなさんの想いがつまったご寄附をいただきました

↑津南町のために大切に活用させていただきます

　3 月 25 日に津南小学校の 5 年生が、自分たちで作っ
たお米を売った売り上げ金の一部を津南町に寄附して
くださいました。
　「このお金は困っている人や町の農業をしている人の
ために使ってほしい」とご要望をいただきました。
　大切に活用させていただきます。ありがとうござい
ました。
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からのお便り

けい
ぎょう

　

こ
ん
に
ち
は
。
継
業
エ
リ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
緒
方
で
す
。
今
回
は
「
お
店
が
な

く
な
る
前
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
事
業
承
継
の

リ
ア
ル
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
突
然
の
閉
店
、
そ
の
理
由
は
？

　
「
え
っ
、
あ
の
お
店
が
閉
店
!?
」「
ず
っ
と

続
く
と
思
っ
て
た
の
に
…
」
そ
ん
な
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
今
、
日
本
全
国
で
後
継
者

不
足
に
よ
る
廃
業
が
増
え
て
い
ま
す
。特
に
、

長
年
地
域
に
根
付
い
た
商
店
や
企
業
で
は
、

後
継
者
が
見
つ
か
ら
ず
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら

閉
店
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

■
事
業
承
継
の
リ
ア
ル
な
現
状

　

例
え
ば
、
津
南
町
で
は
中
小
企
業
の
６
割

近
く
が
後
継
者
不
在
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
10

年
後
に
は
多
く
の
商
店
や
企
業
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
10
年
後
の

こ
と
を
考
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
選
択
肢
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

■
実
例
紹
介

　

	「
喰
い
処	

味
郷
」
さ
ん
は
、
昨
年
11
月
末

に
閉
店
を
考
え
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域

　

豪
雪
の
冬
を
乗
り
越
え
て
、
雪
解
け
と
と

も
に
緑
が
増
え
た
春
の
越
後
妻
有
を
満
喫
！

ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
い
日
に
、
の
ん
び
り
越
後

妻
有
を
巡
り
ま
せ
ん
か
？
ア
ー
ト
散
策
を
楽

し
み
、
美
味
し
い
山
菜
を
食
べ
、
春
を
感
じ

癒
さ
れ
る
旅
へ
。
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
春
の
越

後
妻
有
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

４
月
26
日
か
ら
以
下
の
施
設
・
作
品
が
公

開
さ
れ
る
ほ
か
、
消
雪
後
、
野
外
作
品
も
順

次
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
細
は
大
地
の
芸

術
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

４
月
26
日
ス
タ
ー
ト
！

　

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
の
春 

２
０
２
５

暖
か
い
春
。
自
然
い
っ
ぱ
い
の

里
山
と
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

▼通年公開作品
施設・作品 定休日

越後妻有里山現代美術館 MonET

祝日を除く
火水定休

越後妻有交流館 明石の湯

まつだい「農舞台」/ まつだい郷土資料館

最後の教室

光の館 祝日含む水曜定休

越後松之山「森の学校」キョロロ 火曜定休

清津峡渓谷トンネル 無　休

▼春夏秋公開
施設・作品 定休日

鉢＆田島征三 絵本と木の実の美術館

祝日を除く
火水定休

奴奈川キャンパス

松代城

手をたずさえる塔

▼土日祝のみ公開
施設・作品 定休日

家の記憶

平日定休アケヤマｰ秋山郷立大赤沢小学校ｰ

黄金の遊戯場

▼ GW と夏秋公開
施設・作品 定休日

磯辺行久記念
越後妻有清津倉庫美術館 [SoKo]

① 4/26-5/6 の平日定休
② 7/19-11/9 の平日定休

うぶすなの家
① 4/30
② 7/19-11/9 の平日定休

の
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
継
業
バ
ン
ク
」
を
活
用
し
た
こ
と
で
、

町
外
の
か
た
が
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
お
店
の

味
を
守
り
な
が
ら
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
も
展
開

し
て
い
ま
す
。「
喰
い
処　

味
郷
」
さ
ん
の

よ
う
に
、
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
で
未
来
に
つ

な
が
る
選
択
肢
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
。

■
お
店
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

事
業
承
継
は
事
業
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ず
っ
と
続
く
と
思
っ
て
い
た
お
店
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
そ
ん
な
未
来
を
防
ぐ
た
め

に
、
早
め
の
行
動
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
あ

な
た
の
好
き
な
お
店
や
、
地
元
の
企
業
を
守

る
た
め
に
、
ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
【
事
業
承
継
】
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

　

場
所
は
こ
ち
ら
！

・
継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ま
ち
な
か
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
だ
ん
だ
ん
内
）

・
津
南
町
商
工
会

・
津
南
町
役
場
（
観
光
地
域
づ
く
り
課
）

■
継
業
相
談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
！

・
場
所
：
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

だ
ん
だ
ん
内

・
毎
月
第
一
木
曜
日

		

（
５
月
１
日
㈭
、
６
月
５
日
㈭
、
７
月
３
日
㈭
）

　

予
約
不
要

・
開
催
時
間
：
午
後
１
時
か
ら
６
時

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■お問い合わせ
　継業サポートセンター（まちなかＯＳだんだん内）　担当：緒方　℡ 070-9245-9754
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津南病院津南病院 い ろ い ろ 発見!発見!

　心臓の機能が悪いために息切れやむくみが起こり、だん
だん悪くなって、生命を縮める病気です。心筋梗塞、心筋症、
弁膜症など、いろいろな心臓の病気を引き起こして、心不
全となります。

今回は、「心不全チーム」についてご紹介します。

第14回

心不全ってなに？

　日本の心不全患者数は約 120 万人と言われており、超高齢化にともない心不全患者が
急増しています。心不全の罹患率は高齢になればなるほど高くなります。2025 年には団
塊の世代が全員 75 歳以上となり、心不全患者はさらに増加し 2035 年には約 130 万人に
なると推測されています。心不全患者の増加にともない、現在の医療体制では医療従事
者や病床数の不足が心配されています。この状態が「心不全パンデミック」と呼ばれて
います。

「心不全パンデミック」について

　津南病院には、心不全により入院する患者様
を減らすことを目的に、医師・看護師・薬剤師・
管理栄養士・理学療法士・検査技師・医療ソーシャ
ルワーカーがメンバーの「心不全チーム」があ
ります。
　津南町もご存じのとおり超高齢化となり、心不全患者様が多くいらっしゃいます。限
られた病床数を多くの患者様が使えるように、できるだけ自宅で自分らしく過ごせるよ
うに、生活を送るうえで注意すべきことは何か、患者様一人一人の生活に合わせてチー
ムで週 1 回、話し合い考えています。
　心不全患者様に「心不全手帳」をお渡しし、体重測定や息切れ、むくみの有無など自
己管理をしてもらい、外来通院時に確認しています。

心臓の機能は一度悪くなると完全に回復することはありません。
悪くしないように、予防することが大切です。

受診の際に、気になることがありましたら、ぜひ医師、看護師に声をかけてください。

心不全チームについて

▶︎次回は、「医療安全」について紹介します。



いきいき
大好き
津南町
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妊娠・出産・子育て の総合相談窓口
始動

します！

津南町こども家庭センター

こどもの
かんしゃくが強くて

毎日イライラ…
対応もこれでいいのかな　

こどもが生まれてから、
妻の元気がない。

何かできることは？

無事出産できるか不安…
妊娠中に

色々聞いてみたいな

近所のこどもが
いつもおばあちゃんの
世話をしているけれど

大丈夫かしら…

　すべての妊産婦・子育て世帯・こどもへ一体的に切れ目なく相談支援を行うため、令和 7 年
4 月に、福祉保健課健康班内に津南町こども家庭センターを設置します。
　町の保健師や臨床心理士等を中心に相談を受け、妊娠・出産・子育ての不安や心配ごとの解
決に必要な情報をお伝えし、必要に応じ様々な関係機関と連携し、包括的な支援を継続してい
きます。
　こどもとの生活は、楽しいことや嬉しいこともありますが、『つらいな…』『大変だな…』と
感じたり、うまくいかなかったりすることもあります。子育てに困難を感じた時には一人で悩
まず、こども家庭センターにご相談ください。一人ひとりに寄り添い、ともに考え、つながり
を大切に、子育てをサポートしていきます。

　産前産後の心身のこと、子育てに関すること、家庭での心配ごと、ヤングケアラーなどこどもの
生活環境に関することなど、様々な悩みや相談に、専門職が対応（電話・来所・訪問など）します。ひとり
で悩まずに、まずはお気軽にご相談ください。

●保健師・臨床心理士等による相談　●産後ケア事業　●病児・病後児保育　●一時預かり事業
●子育て支援センター　●保育園　●学校　●児童相談所　●医療機関　など

【お問い合わせ先】
津南町こども家庭センター （福祉保健課 健康班）　TEL：025-765-3114  FAX：025-765-4625

様々な関係機関と連携しながら子育てをサポートしていきます。

安心して子育てができ、

こどもらしく元気に過ごせる町に津南のこどもたちが

相 
談

支 

援

今月は
清水 清蘭

保健師
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　令和 5 年度の町の特定健診受診者のうち、メタ
ボリックシンドロームの基準値に該当（※）してい
たかたの割合は、男性 27.4%、女性 13.2%
と、女性より男性の割合が高い
傾向にありました。メタボは放
置しておくと、脳卒中や心筋梗
塞などの原因となる動脈硬化を
引き起こします。

特定健診・がん検診特定健診・がん検診 のススメ
　食事、運動、喫煙、飲酒などの生活習慣が大きく影響する「生活習慣病」や、日本人の死因
第 1 位の「がん」は、早期発見・早期治療により死亡のリスクを大きく減らすことができます。
　「忙しいから」「病院や検査は苦手」などと先延ばしにせず、必ず 1 年に 1 回は健（検）診を
受けましょう。

　町では、毎年 5 月～ 11 月に、特定健診・がん検診を実施しています。詳しい日程や会場については、広報つなん
3 月 20 日号と同時に配布した『令和 7 年度 津南町健康カレンダー』をご覧ください。
　町の健（検）診へお申し込みいただいたかたには、順次案内文を送付しています。お手元に届きましたら、日程・
会場・健（検）診内容についてご確認ください。また、町の健（検）診を受診希望でまだお申し込みでないかたは、
役場福祉保健課までご連絡ください。なお、年齢・性別・健康保険の種類等により、町の健（検）診をお申し込み
できない場合があります。詳しくは担当までお問い合わせください。

特
定
健
診
を

特
定
健
診
を

　
受
け
る
と
こ
ん
な

　
受
け
る
と
こ
ん
な

　
　
　
　  

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト
が
！
が
！

定
期
的
な
受
診
が

定
期
的
な
受
診
が

重
要
で
す
！

重
要
で
す
！

メタボリックシンドロームや生活習慣病のリスクをチェックします。
対象：40 歳から 74 歳までのかた

がんやがんになる前の病変がないかチェックします。
各がん検診の対象年齢・受診間隔は以下の通りです。

◉がん検診や人間ドックで見つかるがんのほとんどが自覚症状のない「早期がん」です。
◉がんは早期発見できれば、死亡のリスクを大きく減少させることができます。
◉がん検診で要精密検査という結果が出た場合は、必ず精密検査を受けましょう。

◉自分では気が付かない、身体の小さな変
化を検査数値などから把握できます。

◉脳卒中や心筋梗塞などの命に関わる生活
習慣病の予防・早期発見につながります。

◉早い段階で病気が見つかれば、治療にか
かる負担が軽く済みます。

　　◉健診結果に応じて専門家から生活習
　　　慣に関するサポートが受けられます。

※メタボリックシンドロームの基準
腹囲：男性 85㎝以上、女性 90㎝以上かつ、血圧・血糖・
脂質のうち 2 つ以上が基準値から外れている状態。

【お問い合わせ先】福祉保健課健康班 TEL765-3114

特定健診
（特定健康診査）

がん検診

津南町の津南町のメタボメタボ事情事情

出典：法定報告（TKCA012）

男 性
肺 40歳以上（1年に1回）

乳 40歳以上（2年に1回）

子 宮 20歳以上（2年に1回）大 腸 40歳以上（1年に1回）

女 性

胃 50歳以上（1年に1回）
※胃内視鏡の場合は2年に1回

今月は
滝沢 琴音

保健師
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・介護保険を利用するには？・介護保険を利用するには？
・町にはどんな・町にはどんな
  介護保険サービスがあるの？介護保険サービスがあるの？
・介護をしている家族が・介護をしている家族が
  悩んでいて…悩んでいて…

・近所に心配な高齢者がいる
・いつもと様子が違う
・虐待を受けているようだ
・お金の管理や手続きが難しく
 なった

介  護介  護

周りの周りの
高齢者の心配高齢者の心配

・足腰が弱くなり、
 寝たきりにならないか心配
・体を動かす機会に参加したい

・一人暮らしでちょっとした
 生活の手伝いをお願いしたい
・ものわすれが気になる

介護予防介護予防

生  活生  活

こんなことで困ったら…
高齢者に関するお困りごとは

津南町地域包括支援センター へご相談ください！

☎765-5455

相談の秘密は固く守られます。体調が悪い、家族の介護などで窓口に出向くことが難しい場合は、
地域包括支援センターの職員が訪問することもできます。まずは電話でご相談ください。

令和７年４月１日から 津南町 地域包括支援センターの営業時間が変わりました。
営業時間：午前８時30分～午後５時15分まで
土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（12月29日～ 1月3日）を除く平日

認知症の人を支える家族の会

「さくら会」
　認知症のご本人や家族の視点で、日常生活の困りごとや介
護、関わりかたなどを気軽に話せる場です。

　会で話したことは「外に持ち出さない、うわさ話にしない」
という約束があるので、安心して話をすることができます。

■日　程
　令和７年　５月２７日㈫
　　　　　　７月２２日㈫
　　　　　　９月２４日㈬
　　　　　１１月１８日㈫
　令和８年　１月２７日㈫
　　　　　　３月２４日㈫
■時　間　午後 1 時 30 分〜３時まで
■会　場　文化センター 

お知らせ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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内山 丈寛

る
と
分
解
が
急
激
に
進
み
、
熱
や
有
毒
ガ
ス

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
使
用
量
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
豚
ぷ
ん
は
時

間
を
か
け
て
発
酵
、
熟
成
さ

せ
な
い
と
臭
い
が
残
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
使
用
す
る
際

は
周
辺
環
境
に
も
配
慮
し
ま

し
ょ
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
の

知
識

豆

　

堆
肥
と
は
有
機
物
を
微
生
物
の
力
で
分
解

さ
せ
た
も
の
で
す
。
か
つ
て
は
植
物
由
来
の

も
の
を
「
堆
肥
」、
動
物
由
来
を
「
堆
き
ゅ

う
肥
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、現
在
は
様
々

な
原
料
を
混
合
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
全

て
を
「
堆
肥
」
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
す
。

●
牛
ふ
ん
堆
肥
は
土
壌
改
良
資
材

　

牛
ふ
ん
堆
肥
は
汎
用
性
が
高
い
資
材
で
す

が
、
肥
料
と
し
て
よ
り
は
、
主
に
土
づ
く
り

や
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

リ
ン
酸
や
カ
リ
ウ
ム
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、分
解
が
ゆ
っ
く
り
な
の
で
、

土
壌
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
長
期
的
に
整
え
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
は
４
つ
の
胃

を
持
ち
、
牛
ふ
ん
に
は
分
解
さ
れ
た
繊
維
質

が
豊
富
に
含
ま
れ
る
た
め
、

土
壌
の
通
気
性
や
水
は
け
を

物
理
的
に
向
上
さ
せ
る
役
割

も
期
待
で
き
ま
す
。

●
豚
ぷ
ん
堆
肥
は
肥
料
効
果
も
期
待

　

豚
ぷ
ん
堆
肥
は
飼
料
由
来
の
で
ん
ぷ
ん
や

た
ん
ぱ
く
質
、
リ
ン
酸
を
多
く
含
む
た
め
肥

料
成
分
が
豊
富
で
、
特
に
窒
素
は
２
～
３
％

と
高
め
で
す
。
こ
の
た
め
分
解
が
早
く
肥
料

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
大
量
に
使
用
す

●
鶏
ふ
ん
堆
肥
は
速
攻
性
肥
料

　

鶏
ふ
ん
堆
肥
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
窒

素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
に
優

れ
、
散
布
後
は
す
ぐ
に
分
解
さ
れ
て
肥
料
効

果
が
出
始
め
る
た
め
、
主
に
基
肥
や
追
肥
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
は
窒
素
成
分
が
高
く
、
ペ
レ
ッ
ト
化
さ
れ

た
肥
料
が
安
価
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
近
年
は
水
田
を
中
心
に
利
用
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
肥
料
効
果
が
続
く
期

間
は
短
め
で
土
壌
改
良
の
効

果
も
低
い
の
で
、
連
続
使
用

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
地
域
資
源
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

土
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
堆
肥
。
土
壌

に
地
力
が
付
き
、
土
壌
改
良
も
進
め
ば
、
近

年
値
上
が
り
が
著
し
い
肥
料
代
の
削
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
津
南
町
に
は
優
良
な
堆

肥
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
よ
く
理

解
し
、
目
的
に
応
じ
て
上
手

に
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

堆
肥
の
種
類
と
特
徴
に
つ
い
て

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

　

ご
め
ん
く
だ
さ
い
。

　

多
か
っ
た
雪
の
残
る
間
に
も
土
か
ら
ふ

き
の
と
う
が
出
て
、こ
こ
も
朗
ら
か
な
こ
と

を
書
き
た
い
の
で
す
が
、そ
う
い
う
わ
け
に

も
い
か
ず
。協
力
隊
と
し
て
来
て
改
め
て

自
分
の
容
量
や
力
量
の
な
さ
に
可
能
性
を

諦
め
た
く
な
り
ま
す
。来
る
前
か
ら
小
学

校
で
子
ど
も
た
ち
と「
近
く
で
文
房
具
を

買
え
る
と
こ
ろ
を
作
ろ
う
」を
始
め
た
も

の
の
、学
校
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
の
働
き

か
け
が
足
り
ず
に
中
断
し
て
い
ま
す
。統

合
に
つ
い
て
も
竜
神
の
館
に
纏
わ
る
こ
と

に
し
て
も
、そ
の
過
程
や
現
状
を
と
て
も

残
念
に
思
い
つ
つ
、下
手
で
あ
っ
て
も
す
れ

ば
い
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
に（
そ
の
大

抵
は
会
っ
て
話
す
こ
と
と
資
料
を
作
る
こ
と
）、自

分
の
足
り
な
さ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
他
の
人
や
も
の
を
必
要
と
す

る
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
は
ど
ん
な
社
会
や
地
域
に
生
き

た
い
ん
だ
ろ
う
、ど
ん
な
そ
れ
ら
を
手
渡

し
て
い
き
た
い
ん
だ
ろ
う
。何
が
面
白
く
て

楽
し
み
で
、何
が
嫌
で
避
け
た
い
ん
だ
ろ

う
。そ
れ
を
み
ん
な
で
お
互
い
に
見
聞
き

し
直
し
て
、行
動
を
決
め
た
ら
可
能
性
は

開
け
る
と
思
う
の
で
す
。人
の
社
会
的
な

立
場
や
肩
書
き
を
問
い
直
し
て
る
場
合
で

は
な
く
な
っ
て
い
て
、ど
ん
な
動
機
で
、何

を
し
よ
う
と
し
て
る
の
か
が
問
わ
れ
る
と

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ア
ン
ケ
ー

ト
で
の「
学
生
が
思
っ
た
と
き
に
必
要
な
も

の（
文
房
具
な
ど
）を
買
え
る
地
域
」、お
茶

会
で
の「（
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
家
族
あ

る
人
の
話
し
を
聞
い
て
の
）う
ら
や
ま
し
い
」、

お
宅
で
の「
龍
ヶ
窪
は
も
っ
と
さ
も
し
か
っ

た
」、私
は
そ
れ
ら
に
応
答
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
に

人
が
足
り
な
い
な
ら
企
業
と
協
力
し
て
補

う
こ
と
も
で
き
そ
う
に
思
い
ま
す
し
、雪

下
ろ
し
の
人
を
集
め
ら
れ
な
い
理
由
が
ア

ン
カ
ー
の
未
設
置
で
あ
れ
ば
補
助
や
告
知

を
積
極
的
に
す
る
と
よ
い
よ
う
に
も
思
い

ま
す
が
、ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
。

　

半
年
前
に
す
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
集
落

内
の
戸
別
訪
問
を
よ
う
や
く
冬
の
終
わ
り

に
し
て
い
ま
し
た
。先
日
に
各
地
域
6
つ
の

場
所
を
回
っ
た
協
力
隊
座
談
会
は
、参
加

者
が
全
体
で
32
名
、地
域
ご
と
の
違
い
や

企
画
の
ア
イ
デ
ア
や
タ
ネ
に
な
る
声
が
そ

こ
こ
こ
に
あ
り
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

地
域
や
人
を
知
り
、面
白
そ
う
な
こ
と
が

立
ち
上
が
っ
て
い
く
出
会
い
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
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コース 順番・場所・時間 実　施　日

Ａ

①北部保育園（9：00 〜 9：40）
②恵福園ほくぶ（9：50 〜 10：00）
③下船渡本村公民館（10：10 〜 10：25）
④鹿渡公民館（10：30 〜 10：45）
⑤辰ノ口公民館（10：50〜 11：05）

⑥上郷小学校（13：00 〜 13：30）
⑦宮野原活性化センター（13：40 〜 13：55）
⑧上郷クローブ座（14：00 〜 14：15）
⑨大井平公民館（14：20 〜 14：35）

【注】 ※のつく月は曜日が異なります。

5月14日㈬
6月11日㈬
7月　9日㈬
9月10日㈬

10月　8日㈬

11月12日㈬
12月10日㈬

1月14日㈬
※2月10日㈫

B
①こばと保育園（9：00 〜 9：40）
②秋成公民館（10：00 〜 10：15）
③恵福園なかつ（10：20 〜 10：40）
④船山公民館（10：45 〜 11：00）

⑤芦ヶ崎小学校（13：00 〜 13：30）
⑥赤沢公民館（13：35 〜 13：50）
⑦リバーサイドみさと（14：05 〜 14：25）
⑧かりんの里（14：30 〜 14：50）

5月15日㈭
6月12日㈭
7月10日㈭
9月11日㈭
10月　9日㈭

11月13日㈭
12月11日㈭

1月15日㈭
2月12日㈭

C
①ひまわり保育園（9：00 〜 10：00）
②グループホームゆうゆ（10：10 〜 10：30）
③米原公民館（10：50 〜 11：05）
④津南小学校（12：50〜 13：20）

⑤見玉集落センター（13：40 〜 13：55）
⑥大赤沢民芸館（14：30 〜 14：45）

【注】 大赤沢は１〜２月は巡回せず、代わりに３月巡回する。
【注】 ※のつく月は曜日が異なります。

5月21日㈬
※6月17日㈫

7月16日㈬
9月17日㈬

10月15日㈬

11月19日㈬
12月17日㈬

1月21日㈬
2月18日㈬
3月11日㈬

D
①わかば保育園（9：10 〜 9：50）
②中子中央バス停（10：00 〜 10：15）
③上郷保育園（10：40 〜 11：20）

【注】 ※のつく月は曜日が異なります。
5月22日㈭
6月19日㈭
7月17日㈭
9月18日㈭

※10月17日㈮

11月20日㈭
12月18日㈭

1月22日㈭
※2月20日㈮

【基本ルール】
●貸 出 冊 数：1 人 10 冊まで（団体貸出と小学校を除く）。
●返却期限日：次回の訪問日（最終回のみ 30 日後）。
※次回に返却できない場合や最終回で貸出した図書は、期限日までに

公民館に直接お持ちください。
※貸出期間の延長を希望する場合は、必ず図書をお持ちの上お申し出

ください。

【注意事項】
●天候や道路状況により、ステーションへの到着時間は前後する場合があります。
●各種行事と重なった場合など、日程を変更する場合があります。
　広報無線でご案内しますのでご確認ください。
●その他不明な点などがございましたら、下記までご連絡ください。

　

保
育
園
、小
学
校
、福
祉
施
設
、そ
し
て

集
落
を
巡
回
す
る「
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ

り
号
」が
、５
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。詳
し

く
は
、下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
新
し
く「
赤
沢
集
落
」、「
船
山
集

落
」に
も
巡
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
室
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

新
規
利
用
登
録
申
し
込
み
を
可
能
で
す

（
※
要
身
分
証
明
書
）。

　

実
施
日
の
前
日
の
夜
と
当
日
の
朝
に
広

報
無
線
で
ご
案
内
す
る
ほ
か
、実
施
時
に

は
素
敵
な
音
楽（
と
な
り
の
ト
〇
ロ
）を
流
し

て
い
ま
す
の
で
、音
が
聞
こ
え
て
き
た
ら

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。皆
様
に
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■
休
館
日　

４
月
28
日
㈪
、５
月
26
日
㈪

・・
来
月
か
ら
移
動
図
書
室

　

ひ
ま
わ
り
号
ス
タ
ー
ト
で
す
！・・

令
和
７
年
度 

移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号 

日
程
表

　

日
本
の
プ
ロ
野
球
に
お
け
る
「
フ
ァ
ー

ム
リ
ー
グ
」
の
拡
張
。
そ
の
球
団
の
１
つ

の
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
挑
戦
を
追
っ

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
N
P
B
球

団
戦
力
外
と
な
り
入
団
し
た
選
手
や
、

N
P
B
へ
の
足
掛
か
り
に
し
た
い
若
手
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
と
挑
戦
が
語
ら
れ

ま
す
。

オイシックス新潟
アルビレックスBCの挑戦

小
こ

山
やま

　宜
のぶ

宏
ひろ

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『実家の相続がまとまらない！』
	 …………………………………………………… 青春出版社
●『アイラップで簡単レシピ
　 お役立ち防災編』	 …………… Gakken
●『農業ボランティア』
	 ……………………………………農山漁村文化協会
●『リペアラー』	………………………大

おお

沢
さわ

	在
あり

昌
まさ

●『春立つ風』	 ……………… あさの	あつこ
●『氏家京太郎、奔る』…………中

なか

山
やま

	七
しち

里
り

【子どもの本】 
●『モンスター・ホテルでおにごっこ』
	 ………………………………………………………… 小峰書店
●『どっちが強い！？大空の究極バトル』
	 …………………………………………………KADOKAWA
●『しっぱい魔女と２つのアミュレット』
	 ……………………………………………………………… 講談社
●『とってもすばらしい場所』
	 ………………………… マット・デ・ラ・ペーニャ
●『たんぽぽのねがいごと』
	 ……………………………サリー・ソウェル・ハン
●『さくらがさいた』	…… あまん	きみこ

津南町公民館図書室（℡ 765-3134）

広報ライブラリー
４月 −卯

う

月
づ き

−

今
月
の
１
冊

今
月
の
１
冊

４月の新着図書
（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

縁え
ん

側が
わ

に
一ひ
と

人り

で
逝い

か
せ
し
父ち
ち

が
い
て

ほ
ほ
え
み
手て

招ま
ね

く
朝あ
さ

方が
た

の
夢ゆ
め	

板
場
麻
実

杉す
ぎ

木こ

立だ
ち

し
ず
れ
る
雪ゆ
き

は
音お
と

も
な
く

日ひ

に
照て

ら
さ
れ
て
き
ら
き
ら
光ひ
か

る	

山
本
光
一

君き
み

の
作つ
く

る
大だ
い

根こ
ん

サ
ラ
ダ
と
き
ん
と
ん
の

や
さ
し
き
味あ
じ

に
心こ
こ
ろ

安や
す

ら
ぐ	

江
村
美
智
代

大だ
い

好す

き
な
炬こ

燵た
つ

の
中な
か

で
大だ
い

の
字じ

に

愛あ
い

猫び
ょ
う

ハ
ナ
は
大お
お

股ま
た

開び
ら

き	

小
島
香
代
子

雪せ
つ

上じ
ょ
う

で
恐き
ょ
う

竜り
ゅ
う

人に
ん

形ぎ
ょ
う

戦た
た
か

わ
す

吾あ

子こ

の
脳の
う

裏り

は
白は
く

亜あ

紀き

時じ

代だ
い	

江
村
大
輔

四よ
ん

メ
ー
ト
ル
の
高た
か

き
積せ
き

雪せ
つ

も
二ふ
つ

日か

間か
ん

の

陽ひ

射ざ

し
に
た
ち
ま
ち
一
メ
ー
ト
ル
沈し
ず

む

	

津
端
恵
子

お
散さ
ん

歩ぽ

の
カ
ー
ト
に
揺ゆ

ら
れ
園え
ん

児じ

ら
は　
　

思お
も

い
思お
も

い
の
未み

来ら
い

見み

て
い
る	

貝
澤
圭
子

雪ゆ
き

壁か
べ

這は

ひい

地ち

よ
り
吹ふ

き
上あ

が
る
雪ゆ
き

の
舞ま

ひい

視し

界か
い

閉と

ざ
さ
れ
ブ
レ
ー
キ
を
踏ふ

む

	

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
三
月
）

は
し
ゃ
く
声こ
え

雪ゆ
き

で
作つ
く

り
し
す
べ
り
台だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬ふ
ゆ

北ほ
く

斗と

海う
み

の
向む

こ
う
に
戦い
く
さ

あ
り

	

守　

人

素す

寒か
ん

貧ぴ
ん

な
れ
ど
に
ぎ
や
か
燕つ
ば
め

の
巣す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

抱だ

き
合あ

ひ
し
ま
ま
に
現う
つ
つ

の
朝あ
さ

寝ね

か
な

	

房　

良

は
ら
わ
た
も
白し
ろ

く
な
ら
む
や
冬ふ
ゆ

の
鍋な
べ

雛ひ
な

の
瞳め

に
ぼ
ん
ぼ
り
の
灯ひ

の
燃も

ゆ
る
な
り

	

緑　

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開あ

け
れ
ば
飛と

び
こ
む
寒か
ん

雀す
ず
め

晴せ
い

天て
ん

や
雪せ
つ

上じ
ょ
う

の
影か
げ

青あ
お

々あ
お

と

	

壽　

子

屋や

根ね

か
ら
の
雪ゆ
き

解げ

雫し
ず
く

に
声こ
え

あ
げ
て

軒の
き

下し
た

に
は
や
草く
さ

の
芽め

の
た
く
ま
し
く

	

渡　

舟

真ま

南み
な
み

に
下か

弦げ
ん

の
月つ
き

の
光ひ
か

る
朝あ
さ

「
行い

っ
て
来く

る
よ
」
と
吐は

く
息い
き

白し
ろ

し

	

（
仕
事
始
め
の
夫
の
出
勤
）　

丸
山
直
子

絵え

の
中な
か

の
赤あ
か

の
深ふ
か

き
を
語か
た

り
つ
つ

雪ゆ
き

残の
こ

る
橅ぶ
な

林は
や
し

歩あ
ゆ

め
り

	

（
星
と
森
の
詩
美
術
館
）　

小
野
寺
恒
代

つ
か
の
間ま

を
雪ゆ
き

降ふ

り
止や

み
て
西に
し

空ぞ
ら

に

し
ば
し
燃も

え
た
る
寒か
ん

茜あ
か
ね

か
な	

高
橋
春
枝

長な
が

野の

県け
ん

北ほ
く

部ぶ

の
予よ

報ほ
う

が
良よ

く
当あ

た
る

「
県け
ん

境き
ょ
う

の
町ま
ち

」
に
育そ
だ

ち
た
り
し
吾わ
れ	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

故ふ
る

郷さ
と

の
集し
ゅ
う

落ら
く

水す
い

路ろ

に
鰍か
じ
か

取と

り
し

子こ

供ど
も

の
頃こ
ろ

を
夢ゆ
め

に
ま
だ
見み

る	

中
村
武
子

昨よ

夜べ

寒さ
む

く
今け

朝さ

水み
ず

た
ま
り
氷こ
お

り
た
る

凍し

み
た
雪せ
つ

原げ
ん

小こ

犬い
ぬ

と
歩あ
る

く	

島
田
眞
之
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　前月までに100日運動カードを提
出いただいたかたを、このコーナーで
ご紹介します（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

	3500日	髙橋昭子（船山）
	3000日	城澤作義（小下里）
	2200日	石沢由美子（十二ノ木）
	 100日	涌井栄子（相吉）

主な運動：健骨体操、ラジオ体操他

＜実施された行事＞
〔３月〕
 21日 臨時全員協議会
 26日 第２回臨時会

〔４月〕
 3日 県町村議会議長会
  議長会議（議長）
 4日 議会運営委員会
 4日 全員協議会

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
 22日 議会だんだんよくする懇談会
 下旬 令和６年度所管事業成果巡視
  （産建委員会）

〔５月〕
 3日 津南町二十歳のつどい
  （正副議長、ほか）
 8日 全員協議会

　

国
民
年
金
被
保
険
者
の
う
ち
、
現

金
で
納
付
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
４

月
初
旬
に
一
年
度
分
の
納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。（
年
度
途
中
で
60
歳
と

な
ら
れ
る
か
た
は
、
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
の
前
月
分
ま
で
。
年
度
途
中
で
被

保
険
者
と
な
っ
た
か
た
は
届
出
後
２
～
４

週
間
後
に
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　

納
付
の
方
法
は
、
納
付
に
よ
る
も

の
（
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）、
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
、
電
子
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
、

割
引
き
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
納
付
期
限
は
、「
納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を

納
め
な
い
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

登録はこちら
登録補助の
詳細はこちら

新潟県では、独身男性、独身女性の出会いをサポートをする
ために、婚活マッチングシステム「ハートマッチにいがた」
を導入しました。結婚を希望する 20 歳以上の独身で、新潟
県に在住のかた、県内にお勤めのかた、または新潟県へ移住
を希望するかたならどなたでも登録することができます。
津南町は登録料金の補助を行っています。補助の詳細は右記
QRコードからご覧ください。

　

厚
生
年
金
の
請
求
な
ど
、
年
金
事

務
所
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
手
続
き

や
相
談
に
つ
い
て
、
六
日
町
年
金
事

務
所
ま
で
い
く
の
が
大
変
な
場
合

は
、
役
場
や
十
日
町
ク
ロ
ス
10
で
定

期
的
に
開
設
さ
れ
る
年
金
相
談
で
手

続
き
が
可
能
で
す
。
い
ず
れ
も
先
着

順
の
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

■
津
南
町
役
場
年
金
相
談

　

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
【
予
約
先
】
税
務
町
民
課	

町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
十
日
町
ク
ロ
ス
10

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
【
予
約
先
】
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
六
日
町
年
金
事
務
所
に
直

接
相
談
に
行
く
場
合
も
事
前
の
ご
予

約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

議会コーナー

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
保
険
料
は

納
期
限
を
確
認
し
て

納
期
限
を
確
認
し
て

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

年
金
相
談
の
ご
案
内

年
金
相
談
の
ご
案
内
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ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　
　
　
短
期
水
泳
教
室
募
集

貯
筋
運
動
参
加
者
募
集

■
日
程　

5
月
10
日
㈯
～
11
月
29
日
㈯

　

毎
週
土
曜
日

※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間　

　

幼
児　

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

　

児
童　

午
前
11
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

プ
ー
ル

■
対
象　

年
中
～
小
学
6
年
生

■
料
金　

10
回　

１
３
，
０
０
０
円
（
税
込
）

　
　
　
　

20
回　

２
１
，
０
０
０
円
（
税
込
）

　
　
　
　

（
ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員
割
引
あ
り
）

■
定
員　

各
ク
ラ
ス　

25
名
程
度

■
お
申
し
込
み

　

4
月
19
日
㈯　

午
後
1
時
よ
り

　

電
話
に
て
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た
は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
保
育
園
ま
た
は
小
学
校
か
ら
配

布
さ
れ
る
申
込
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

　

貯
筋
運
動
と
は
加
齢
と
と
も
に
低
下
し
や

す
い
足
の
筋
肉
を
効
果

的
に
鍛
え
る
運
動
で
す
。

貯
筋
の
テ
ー
マ
を
歌
い

な
が
ら
一
緒
に
運
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

５
月
20
日
～
７
月
22
日
（
全
10
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
ま
で

　

毎
週
火
曜
日

■
参
加
費　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　
　

４
４
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　
　
　
　

５
５
０
円

■
対
象　

60
歳
以
上
の
男
女

■
定
員　

20
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

■
お
申
し
込
み　

５
月
16
日
㈮

■
お
申
し
込
み
先

　

N
P
O
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

TEL
７
６
５
‐
５
７
７
６
）

広報無線を「聞き直し」
　　　　　できるようになりました！

直前に配信された無線音声が、電話で聞き直しできるようになりました。

■聞き直し電話番号

■お問い合わせ

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。ご了承く

ださい。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく

時間を空けてご利用ください。

総務課総務班　℡ 765-3112

クアハウス津南
ホームページ

短期水泳教室の
昨年の様子はこちら
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●
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
発
表
会

　

２
月
25
日
に
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
だ
ん
だ
ん
を
会
場
に
、
津
南
小
学
校
４
年

生
「
き
ぼ
う
学
年
」
が
１
年
間
活
動
し
た
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域
の
か
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関

係
者
が
招
か
れ
、
津
南
町
と
栄
村
の
ジ
オ
サ

イ
ト
を
見
て

回
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち

が
ク
イ
ズ
形

式
で
、
楽
し

く
勉
強
し
た

成
果
を
発
表

し
て
く
れ
ま

し
た
。

●
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
糸
魚
川

　
ジ
オ
パ
ー
ク
）
へ
参
加
し
ま
し
た
！

●
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

10
年
間
の
あ
ゆ
み
」

　

２
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
、
新
潟
県
糸

魚
川
市
に
て
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ジ
オ
パ
ー

ク
の
再
審
査
」で
す
。
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
、

令
和
５
年
度
に
再
審
査
を
受
け
た
、
佐
渡
ジ

オ
パ
ー
ク
や
、
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ

パ
ー
ク
か
ら
、
再
審
査
を
振
り
返
っ
て
も
ら

い
、
事
務
局
や
ガ
イ
ド
と
し
て
、
ど
う
対
応

す
べ
き
か
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
苗
場

山
麓
は
、
令
和
８
年
に
再
審
査
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
令
和
６
年
12

月
に
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
度
、「
10
年
の
軌
跡
」
と

題
し
て
、
10
年
間
の
歩
み
、
活
動
を
ま
と
め

た
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

日
記

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
〝
う
も
れ
あ
〟
の

オ
ー
プ
ン
が
、
10
月
に
決
定
し
ま
し
た
。
オ

ー
プ
ン
ま
で
残
す
と
こ
ろ
あ
と
６
か
月
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

体
育
館
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
立
体
地

形
図
や
展
示
台
、解
説
パ
ネ
ル
な
ど
が
入
り
、

だ
ん
だ
ん
と
完
成
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

１
階
の
正
面
玄
関
入
っ
て
す
ぐ
の
空
間
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ビ
ジ
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
や
四
季
折
々

の
旬
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
は
、
来
館
者
だ
け
で
な

く
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
訪
れ
、
絵

本
を
読
ん
だ
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
自
主

学
習
し
た
り
で
き
る
場
所
に
す
る
予
定
で
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
伴
い
休
館
と
な
り

ま
す
。
見
学
希
望
の
か
た
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
見

学
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
な
じ
ょ
も

ん
℡
７
６
５
‐
５
５
１
１
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
〝
う
も
れ
あ
〟
準
備
室

　

℡
７
５
５
‐
７
０
１
１

　

体
育
館
の
全
体
を
使
い
、
時
代
や
カ
テ
ゴ

リ
ー
ご
と
に
区
切
ら
れ
た
ブ
ー
ス
を
周
回
す

る
こ
と
で
、
苗
場
山
麓
の
地
形
や
生
態
、
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
解
説
は
、
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
し
、
誰
で
も
読
み
や

す
く
、理
解
し
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
10
月
オ
ー
プ
ン

３月28日に展示台などの検査を行いました

国指定史跡本ノ木遺跡の展示室

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
認
定
10
周
年
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〇春・夏季企画展「佐藤陽一の世界展 －身近な素材で創る45年間の歩み－」
　会　期：4月26日㈯～ 8月17日㈰　　入場料：無料
　創作活動を続けて 40 年以上になる佐藤陽一氏の作品展です。紙紐を編み上げた造形作品、

川原石を粘土で包み彩色した作品、絵画などを展示します。

〇苗場山麓ぶらり旅 ～上郷・志久見川上流地区～
　日　時：5月31日㈯　午後９時～ 12時
　体験料：無料　　対　象：小学3年生～大人
　苗場山麓に精通した学芸員とともに、津南町の上郷・志久見川上流

地区を歩きます。

〇刊行図書のお知らせ
　津南町文化財調査報告書　第86輯　『楢ノ木平遺跡－第三次調査報告書－』　1,500円

〇開発行為を行う場合は、一度ご相談ください！！
　土地に埋蔵されている遺跡は「埋蔵文化財」と呼ばれ、文化財保護法により保護すべき対象として法律で定めら

れています。よって、土地の改変が生じる工事を行う場合は、遺跡地図から工事用地における遺跡の有無を検討す

る必要があります。そして、工事内容を事前協議して必要があれば遺跡調査が必要です。検討と協議には時間を要

する場合がありますので、工事計画を立てた際は、速やかに教育委員会文化財班（765-2299）までご相談ください。

出浦の十二社

５月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

3日（土･祝）

10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

10:00～12:00 土器づくり 500 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

14:00～15:30 タカラ貝のペンダントとストラップ 700 10才以上

4日（日・祝）

10:00～11:00 ひょうたん細工 300 低学年以上

10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

10:00～11:30 土偶にペイントアート 1,500 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 2,500 10才以上

13:30～15:30 豆どりの壁掛け 700 低学年以上

5日（月・祝）

10:00～11:00 千成ひょうたんのランプシェード 500 低学年以上

10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

10:00～11:30 土偶にペイントアート 1,500 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 春の自然観察会 500 低学年以上

6日（火・祝）
9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

10日㈯ 10:00～11:00 弓矢づくり 300 低学年以上

11日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

17日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

18日㈰ 10:00～11:30 そば打ち 1,500 中学年以上

24日㈯ 10:00～11:00 火おこし 300 低学年以上

25日㈰ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

31日㈯ 9:00～12:00 苗場山麓ぶらり旅　～上郷・志久見川上流地区～ 無料 中学年以上

N
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
4
月
8
日
に
町
立
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
、津
南
小
学
校
で
撮
影
し
ま
し
た
。元
気
い
っ
ぱ
い
、落
ち
着

か
ず
に
そ
わ
そ
わ
。児
童
に
よ
っ
て
様
子
は
違
い
ま
し
た
が
、全

員
の
目
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
見
え
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　明るく清らかな美しい季節を迎えました。ご入学やご進級、ご就職、
その他新しい道に進まれた皆さま、おめでとうございます。
　入学式では、「一日の計は朝にあり。一年の計は春にあり。一生の計は
少壮の時にあり。」という幕末の儒学者・安井息軒の言葉を引用しまし
た。子どもたちは新しい学校生活のなかで、今まで気づかなかった未知
の自分を必ずや発見するはずです。ぜひチャレンジしてください！
　町では4月1日に社会人採用も含めた新採用職員の辞令交付式を行
いました。事務職4名、保育士3名、内科医師2名、看護師1名が入職しま
した。長い目で、町を支える大木になってほしいと思います。
　先月、町議会でご承認いただき、令和7年度の町会計もスタートしま
した。正月明けに「地方創生の流れを掴みにいく」と申しましたが、財源
確保の上で、町にとって非常に重要である「新しい地方経済・生活環境
創生交付金」も得られ、長年の懸案で遠い道のりに思っていた津南病院
の電子カルテ化やオンライン診療の試みや、新潟県のブースで大阪・関
西万博への参加などを進めることができるようになりました。2月寒
波の最中、町を離れるのを心配しつつ、職員を伴って十二峠を越え、国
に要望に行ったあの時はどうなることかと思いましたが、皆で力を合
わせ、丁寧に仕事を積み上げていくとできるものだなと思いました。町
民の皆さまの日頃のご理解、ご協力のおかげでもあります。
　今後とも、皆さまの安心や豊
かさへの願いに応えていくた
め、町役場もまだまだ成長でき
ると感じており、次の津南をつ
くる人材をどんどん育て、夢や
希望を託していこうと思って
います。新年度から、ごみの出
し方も変わりました。何卒よろ
しくお願いします。

　

今
年
の
4
月
か
ら
広
報
を

担
当
す
る
樋
口
と
申
し
ま
す
。

な
か
な
か
カ
メ
ラ
の
扱
い
に
慣
れ
ず
、悪
戦
苦
闘

す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。機
能
が
多
い
と
い

う
の
も
時
に
は
考
え
物
だ
な
と
感
じ
ま
す
。そ
の

瞬
間
の
温
度
感
が
伝
わ
る
よ
う
な
写
真
が
撮
れ
る

よ
う
に
、日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

	

樋
口

厳しい冬を乗りこえた雪下人参が
今年も収穫されました。

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

津南町に関する防災・気象情報のほか、
生活情報などをメールにて配信しています！
■登録方法

QRコードを読み込むか下記のメールアドレス
へ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@info.cous.jp

［登録用メールアドレス］
tsunan@cousmail-entry.cous.jp
■メール配信者表記について

防災メールの配信者表記は
「おしらせ つなん」となります。

津南町防災メールを
登録しよう！

QRコード

■人口8,374（−39）　男4,058（−15）　女4,316（−24）

■世帯数3,405（＋２）　■転入／ 30　■転出／ 56　■出生／３　■死亡／ 16　■婚姻／１４月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

中澤　　雛さん	 （101歳・陣場下）

村山　政幸さん	 （74歳・割野）

髙橋　和子さん	 （91歳・十二ノ木）

大島　トメさん	 （96歳・貝坂）

大口　勇平さん	 （95歳・米原）

柳沢　靜子さん	 （90歳・卯之木）

田中　直之さん	 （59歳・船山）

根津壽美男さん	 （72歳・船山新田）

藤ノ木　曻さん	 （92歳・秋成）

栁沢　重美さん	 （86歳・正面）

石澤ウメ子さん	 （92歳・鹿渡）

小島　信愛さん	 （85歳・芦ケ崎）

滝沢　幸雄さん	 （99歳・押付）

福𠩤キヨノさん （93歳・外丸）

福原　松治さん	 （92歳・陣場下）

惣山　桜
お

音
と

（正面）	 海周さん
	 久未さん

小池ひなた（越手）	 力さん
	 ひとみさん

小島　陽
はる

翔
と

（陣場下）	 勇樹さん
	 安理沙さん

熊木　圭太さん（十日町市馬場）
江村　夕美さん（巻下） ｝

戸 籍 の 窓


